
守
屋
多
々
志
作
「 
楊  
四  
娘 
」

よ
う 
し 
ろ
う

大垣市民の誓い

私たちは 水を生かし

緑を広げ 安全に努め

心を育て 助け合います

＜インターネットURL＞
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第
４
回
市
議
会
定
例
会
を　
１２

月
２
日
か
ら　

日
ま
で
の
日
程

１６

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
、
市
長
か
ら
平
成

　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な

２５ど
に
つ
い
て
提
案
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

９
日
の
一
般
質
問
で
は　

名
１２

の
議
員
が
市
政
運
営
に
関
す
る

一
般
質
問
を
行
い
、　

日
か
ら

１１

　

日
に
は
各
委
員
会
に
お
い
て

１３付
託
議
案
の
審
査
を
慎
重
に
行

い
ま
し
た
。

　
　

日
の
最
終
日
に
は
、
各
委

１６
員
長
か
ら
審
査
結
果
の
報
告
を

行
い
、
市
長
提
出
議
案　

議
案

６７

を
原
案
ど
お
り
可
決
、
請
願
１

件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
、

「
新
聞
へ
の
消
費
税
軽
減
税
率

適
用
を
求
め
る
意
見
書
」、「
中

国
に
よ
る
防
空
識
別
圏
の
設
定

の
即
時
撤
回
を
求
め
る
決
議
」

を
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
、
閉
会
し

ま
し
た
。

①

�

大垣市消防出初式に参加した少年消防クラブ

定 例 会 日 程定 例 会 日 程
１２月　２日　本会議（提案説明）

　　　９日　本会議（一般質問）

　　　１１日　子育て支援日本一対策委員会、

　　　　　　市民病院に関する委員会

　　　１２日　建設環境委員会、経済産業委員会

　　　１３日　文教厚生委員会、企画総務委員会

　　　１６日　議会運営委員会、本会議
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般般般般般般般般般般
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平
成　

年
度
一
般
会
計

２２２２２２２２２２５５５５５５５５５５２５
補補補補補補補補補補
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予予予予予予予予予予
算算算算算算算算算算
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どどどどどどどどどど
をををををををををを
可可可可可可可可可可
決決決決決決決決決決

　

補
正
予
算
な
ど
を
可
決

第第第第第第第第第第
４４４４４４４４４４
回回回回回回回回回回
市市市市市市市市市市
議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会
定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例
会会会会会会会会会会

第
４
回
市
議
会
定
例
会

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

　
補
正
予
算

【
一
般
会
計
】

◇
国
が
実
施
を
予
定
し
て
い
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」

の
運
用
に
必
要
な
シ
ス
テ
ム
開
発
事
業
費
６
２
０
万
円
を
計

上
。

◇
市
民
会
館
で
上
演
さ
れ
る
劇
団
四
季
の
「
こ
こ
ろ
の
劇
場
」
に

小
学
校
５
年
生
全
員
が
招
待
さ
れ
る
た
め
、
水
都
っ
子
こ
こ
ろ

の
劇
場
鑑
賞
事
業
と
し
て
、
送
迎
費
な
ど
１
５
０
万
円
を
計

上
。

◇
台
風　

号
に
よ
り
路
肩
が
崩
落
し
た
林
道
時
山
多
賀
線
な
ど
の

１８

林
業
施
設
や
、
土
砂
が
流
入
し
た
農
業
用
水
路
な
ど
の
土
地
改

良
施
設
の
復
旧
工
事
費
用
と
し
て
７
１
３
０
万
円
を
計
上
。

◇
平
成　

年
９
月
に
発
生
し
た
記
録
的
短
時
間
大
雨
等
に
よ
り
被

２５

害
を
受
け
た
上
石
津
町
細
野
地
内
ほ
か
の
河
川
水
路
の
復
旧
工

事
費
用
と
し
て
２
２
２
０
万
円
を
計
上
。

【
牧
田
財
産
区
会
計
・
時
財
産
区
会
計
】

◇
鹿
が
樹
木
を
食
べ
荒
ら
す
な
ど
の
食
害
を
防
ぐ
た
め
防
護
柵
を

設
置
す
る
と
と
も
に
、
財
産
区
の
山
林
の
保
全
に
努
め
る
た

め
、
獣
害
対
策
事
業
負
担
金
と
し
て
、
牧
田
財
産
区
会
計
で
７

５
０
万
円
、
時
財
産
区
会
計
で
１
４
０
０
万
円
を
計
上
。

【
病
院
事
業
会
計
】

◇
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
と
し
て
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る

た
め
、
よ
り
緻
密
な
手
術
が
可
能
と
な
る
内
視
鏡
下
手
術
支
援

ロ
ボ
ッ
ト
導
入
事
業
費
７
５
０
万
円
を
計
上
、
給
与
減
額
措
置

に
よ
り
人
件
費
２
億
１
３
０
０
万
円
を
減
額
。

条
例
等

◇
大
垣
市
私
債
権
管
理
条
例
の
制
定

　

市
が
保
有
す
る
私
債
権
の
適
正
な
管
理
を
推
進
す
る
た
め
、
統

一
的
な
手
続
等
を
定
め
る
も
の
。

◇
大
垣
市
自
転
車
等
駐
車
場
条
例
の
一
部
改
正

　

大
垣
駅
南
街
区
市
街
地
再
開
発
事
業
に
よ
り
、
大
垣
駅
西
自
転

車
駐
車
場
の
設
置
場
所
等
を
変
更
す
る
も
の
。

◇
大
垣
市
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

　

大
垣
地
域
、
上
石
津
地
域
及
び
墨
俣
地
域
の
消
防
団
を
統
合
す

る
も
の
。

意
見
書
・
決
議
（
文
面
は
４
面
に
掲
載
）

◇
新
聞
へ
の
消
費
税
軽
減
税
率
適
用
を
求
め
る
意
見
書

◇
中
国
に
よ
る
防
空
識
別
圏
の
設
定
の
即
時
撤
回
を
求
め
る
決
議
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質
問：

市
役
所
新
庁
舎
の
位
置

決
定
は
、
将
来
の
大
垣
市
政
を

考
え
る
上
で
大
変
重
要
な
案
件

で
あ
り
、
難
し
い
問
題
だ
と
認

識
し
て
い
る
が
、
検
討
か
ら
１

年
以
上
経
過
す
る
中
で
、
こ
れ

以
上
先
延
ば
し
で
き
な
い
。
市

長
の
一
刻
も
早
い
決
断
が
必
要

で
あ
り
、
新
庁
舎
に
対
す
る
想

い
や
建
設
場
所
に
つ
い
て
の
考

え
を
問
う
。

答
弁：

現
在
の
市
庁
舎
は
、
耐

震
性
、
老
朽
化
、
狭
あ
い
化
な

ど
、
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
お

り
、
災
害
対
策
本
部
な
ど
、
市
民

の
安
全
を
守
る
防
災
拠
点
施
設

と
し
て
、
早
期
建
設
は
最
重
要
課

題
で
あ
る
。

　

新
庁
舎
の
建
設
場
所
の
選
定

に
つ
い
て
は
、
防
災
拠
点
と
し
て

の
安
全
性
、
交
通
手
段
や
他
の
官

公
署
か
ら
の
距
離
な
ど
利
用
者

の
利
便
性
、
開
発
な
ど
の
法
規
制

を
満
た
し
、
自
己
用
地
を
活
用
し

経
済
的
に
進
め
ら
れ
る
早
期
実

現
性
、
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

と
の
整
合
性
の
４
つ
の
条
件
を

設
け
、
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
を

市
役
所
新
庁
舎
に
つ
い
て

石
田　

仁

重
ね
た
結
果
、
諸
条
件
を
満
た
し

て
い
る
現
本
庁
舎
敷
地
及
び
隣

接
地
が
第
一
候
補
地
で
あ
る
と

判
断
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
第
一
候
補
地

を
中
心
に
市
民
の
皆
様
か
ら
ご

意
見
を
い
た
だ
き
つ
つ
、
建
設

位
置
、
仮
設
庁
舎
の
必
要
性
、
隣

接
地
の
用
地
交
渉
な
ど
、
様
々

な
課
題
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、

将
来
を
見
越
し
た
ま
ち
づ
く
り

も
考
慮
に
入
れ
つ
つ
、
災
害
に

強
い
新
庁
舎
に
向
け
、
基
本
構

想
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 
質
問：

近
年
、
Ｄ
Ｖ
や
ス
ト
ー

カ
ー
被
害
は
後
を
絶
た
ず
、
女

性
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
は
悪

化
の
一
途
で
あ
る
。
来
年
度
は

男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
か
ら

　

年
の
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た

１０り
、
女
性
の
た
め
の
相
談
窓
口

や
情
報
発
信
な
ど
シ
ン
ク
タ
ン

ク
機
能
を
有
す
る
女
性
セ
ン

タ
ー
の
早
期
開
設
を
要
望
す
る
。

男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市　
１０

周
年
に
向
け
て

粥
川
加
奈
子

答
弁：

平
成　

年
３
月
に
市
と

１７

市
民
及
び
事
業
者
が
連
携
、
協

力
し
、
性
別
や
世
代
を
越
え
、

一
人
の
人
間
と
し
て
尊
重
し
あ

い
、
自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と

輝
く
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
め

ざ
し
、
男
女
共
同
参
画
都
市
宣

言
を
し
た
。
平
成　

年
１
月
に

２１

は
、
市
民
協
働
に
よ
り
全
国
男

女
共
同
参
画
宣
言
都
市
サ
ミ
ッ

ト
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
人

材
育
成
に
努
め
、
相
談
業
務
の

充
実
を
図
る
な
ど
、
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
推
進

し
て
き
た
。

　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
市
民
団
体
等
の
相

互
交
流
や
相
談
機
能
、
さ
ら
に

は
学
習
の
場
な
ど
に
つ
い
て
、

男
女
共
同
参
画
推
進
連
絡
協
議

会
に
研
究
部
会
を
設
置
し
、
必

要
性
や
機
能
な
ど
に
つ
い
て
協

議
し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
必

要
性
や
設
置
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

 
質
問：

健
康
教
室
や
介
護
予
防

教
室
の
参
加
、
各
種
検
診
の
受

診
に
よ
り
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
、

景
品
と
交
換
で
き
る
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
事
業
が
全
国
で
広
が
り

つ
つ
あ
る
。
市
民
の
健
康
意
識

の
向
上
と
医
療
費
削
減
が
期
待

で
き
る
事
業
で
あ
り
、
本
市
に

お
い
て
も
導
入
を
要
望
す
る
。

答
弁：

本
市
で
は
、
複
数
の
が

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
に
つ
い
て

中
田
ゆ
み
こ

ん
検
診
を
同
時
に
、
ま
た
身
近

な
会
場
で
受
診
で
き
る
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
、
２
人
以
上
で

受
診
さ
れ
た
方
に
啓
発
物
品
を

配
布
す
る
な
ど
受
診
率
の
向
上

に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
元
気

は
つ
ら
つ
教
室
、
体
ぴ
ん
ぴ
ん

教
室
な
ど
の
修
了
者
に
よ
る
自

主
活
動
グ
ル
ー
プ
が
継
続
し
て

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ

う
支
援
し
て
い
る
。
さ
ら
に
市

内　

コ
ー
ス
ご
と
に
歩
数
や
消

３４
費
カ
ロ
リ
ー
な
ど
を
表
示
し
た

ヘ
ル
シ
ー
ウ
ォ
ー
ク
マ
ッ
プ
を

作
成
し
、
四
季
折
々
の
見
ど
こ

ろ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
健
康
づ

く
り
に
活
用
い
た
だ
い
て
い

る
。

　

今
後
も
、
市
民
の
健
康
づ
く

り
の
促
進
と
意
識
の
向
上
を
図

り
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
に
つ

い
て
も
調
査
研
究
し
て
い
く
。

 
質
問：

政
府
の
経
済
財
政
諮
問

会
議
で
公
営
住
宅
の
改
修
に
民

間
資
金
を
活
用
す
る
こ
と
が
提

言
さ
れ
た
。
企
業
の
収
益
が
見

込
ま
れ
る
福
祉
・
介
護
施
設
な

ど
の
併
設
に
よ
り
自
治
体
の
財

政
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
ほ
か
、

調
査
費
の
補
助
な
ど
国
の
支
援

策
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
本

市
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答
弁：

昨
年
３
月
に
策
定
し
た

老
朽
市
営
住
宅
建
て
か
え
支

援
に
国
の
諸
施
策
や
民
間
資

金
活
用
促
進
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て

山
口
和
昭

市
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に

お
い
て
、
老
朽
化
し
た
市
営
住

宅
の
集
約
建
て
か
え
の
際
に
、

民
間
事
業
者
に
よ
る
福
祉
・
介

護
施
設
の
整
備
な
ど
、
官
民
連

携
手
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は

大
変
有
効
な
手
立
て
と
考
え
て

お
り
、
民
間
活
力
の
導
入
に
対

す
る
国
か
ら
の
支
援
状
況
も
含

め
、
今
後
と
も
研
究
を
進
め
て

い
く
。

 
質
問：

特
別
支
援
学
級
は
お
お

む
ね
各
中
学
校
に
設
置
さ
れ
て

い
る
が
、
小
学
校
で
は　

校
の

２２

う
ち
６
校
で
設
置
さ
れ
て
い
な

い
。
通
学
区
域
の
小
学
校
に
な

い
場
合
、
別
の
学
校
に
通
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
増
設

を
要
望
す
る
。

答
弁：

本
市
で
は
、
障
が
い
の

あ
る
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
に

応
じ
た
適
切
な
教
育
が
行
わ
れ

る
よ
う
、
特
別
支
援
学
級
の
整

備
を
実
情
に
応
じ
て
進
め
て
い

く
た
め
に
、
毎
年
、
県
教
育
委

員
会
に
認
可
申
請
し
て
い
る
。

　

平
成　

年
度
に
は
、
市
内
小

２５

中
学
校
３
校
に
特
別
支
援
学
級

の
新
設
が
認
可
さ
れ
、　

学
級

５４

に
増
え
る
な
ど
、
よ
り
多
く
の

学
校
で
、
児
童
生
徒
の
障
が
い

の
種
類
や
状
態
に
応
じ
た
き
め

細
か
な
支
援
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
が
、　

人
の
児
童

３０

が
校
区
以
外
の
小
学
校
へ
通
学

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
別
支

特
別
支
援
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

富
田
三
郎

援
学
級
新
設
の
必
要
性
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
障
が
い
の
あ
る

児
童
生
徒
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
等

を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
地
域

で
学
び
た
い
と
い
う
児
童
生
徒

や
保
護
者
の
願
い
を
受
け
止

め
、
引
き
続
き
、
特
別
支
援
学

級
の
新
設
を
県
教
育
委
員
会
に

働
き
か
け
て
い
く
。

 
質
問：

法
改
正
に
よ
り
学
童
保

育
は
市
町
村
が
行
う
地
域
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
、
対
象
児
童
を

６
年
生
ま
で
引
き
上
げ
る
な
ど

国
の
定
め
る
基
準
に
従
い
、
市

町
村
が
条
例
で
定
め
る
こ
と
と

な
っ
た
。
本
市
の
留
守
家
庭
児

童
教
室
に
お
い
て
も
６
年
生
ま

で
引
き
上
げ
、
大
規
模
教
室
の

解
消
等
、
よ
り
充
実
し
た
内
容

に
な
る
よ
う
求
め
る
。

答
弁：

本
市
の
留
守
家
庭
児
童

教
室
は
、
小
学
校
の
空
き
教
室

を
活
用
し
、
４
年
生
ま
で
の
児

童
を
対
象
と
し
て
実
施
し
て
お

り
、
入
室
児
童
数
に
応
じ
、
指

導
員
の
増
員
や
教
室
の
確
保
を

計
画
的
に
行
っ
て
い
る
。
対
象

年
齢
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
を
把
握
す

る
中
で
研
究
し
て
い
く
。

　

今
後
も
、
留
守
家
庭
児
童
教

室
の
環
境
整
備
や
指
導
員
の
増

員
な
ど
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
に
つ
い
て

笹
田
ト
ヨ
子

一一
般般
質質
問問

一
般
質
問

一
般
質
問

　

月
９
日
に

１２一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た

②

本庁舎周辺



大垣市議会だより２０１４年２月１５日 第５８号

 
質
問：
９
月
４
日
、
台
風　

号
１７

か
ら
変
わ
っ
た
低
気
圧
に
よ
っ

て
、
本
市
は
時
間
雨
量
１
０
８

�
と
い
う
豪
雨
に
見
舞
わ
れ

た
。
床
下
浸
水
３
６
３
戸
に
の

ぼ
り
、
今
後
も
こ
う
し
た
災
害

が
生
じ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。

排
水
整
備
事
業
の
促
進
に
加
え

て
、
大
規
模
な
駐
車
場
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
一
部
を
雨
水

浸
透
式
に
変
え
る
施
策
を
提
案

す
る
。

答
弁：

現
在
、
本
市
の
治
水
事

業
は
、
時
間
雨
量　

・
９
�
�

５６

に
対
応
す
る
大
垣
市
排
水
基
本

計
画
に
基
づ
い
た
浸
水
対
策　
１０

か
年
整
備
計
画
に
よ
り
、
排
水

路
や
排
水
機
場
、
小
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
へ
の
雨
水
貯
留
施
設

の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
市
街

地
の
歩
道
や
奥
の
細
道
む
す
び

の
地
記
念
館
、
江
東
地
区
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
駐
車
場
に
浸
透
式

舗
装
の
整
備
を
し
て
お
り
、
民

間
開
発
に
対
し
て
も
流
出
抑
制

大
規
模
駐
車
場
に
雨
水
浸
透

式
舗
装
の
導
入
を

田
中
孝
典

対
策
の
お
願
い
を
し
て
い
る
。

　

引
き
続
き
、
安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
治
水
施

設
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
よ
り
一
層
、
雨
水
流
出
抑

制
対
策
を
進
め
て
い
く
。

 
質
問：

大
垣
市
職
員
の
旅
費
に

関
す
る
条
例
は
、
昭
和　

年
に

３１

制
定
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
の

世
情
に
合
っ
て
い
な
い
。
税
収

の
厳
し
い
時
代
に
必
要
も
な
い

グ
リ
ー
ン
料
金
を
含
む
鉄
道
賃

等
を
定
額
方
式
で
支
給
す
る
の

で
は
な
く
、
実
額
精
算
方
式
に

し
て
は
ど
う
か
。

答
弁：

市
職
員
の
旅
費
に
つ
い

て
は
、
大
垣
市
職
員
の
旅
費
に

関
す
る
条
例
及
び
同
条
例
施
行

規
則
に
基
づ
き
支
給
し
て
い
る
。

　

本
市
の
特
別
車
両
料
金
（
グ

リ
ー
ン
料
金
）
を
含
む
旅
費
支

給
で
は
、
標
準
的
な
実
費
額
を

基
礎
と
し
て
計
算
し
た
定
額
を

支
給
す
る
方
式
を
採
用
し
て
い

る
。
そ
の
趣
旨
は
、
旅
行
の
中

で
は
実
費
の
算
定
が
困
難
な
も

の
が
あ
る
こ
と
や
、
実
費
支
給

に
必
要
な
証
拠
資
料
を
確
保
す

る
こ
と
が
旅
行
者
や
事
務
担
当

者
の
事
務
負
担
を
増
大
さ
せ
る

こ
と
に
な
り
、
そ
れ
を
防
ぐ
と

こ
ろ
に
あ
る
。

　

平
成　

年
に
確
定
し
た
本
市

１２

の
グ
リ
ー
ン
料
金
の
返
還
に
関

す
る
事
件
に
お
け
る
最
高
裁
の

大
垣
市
の
市
職
員
の
旅
費
条

例
に
つ
い
て

野
田
の
り
お

判
決
に
お
い
て
定
額
方
式
で
の

運
用
は
認
め
ら
れ
て
お
り
、
実

額
精
算
ま
で
は
考
え
て
い
な
い
。

 
質
問：

輪
中
堤
は
、
そ
の
機
能

の
み
な
ら
ず
、
過
去
の
歴
史
を

教
訓
と
し
て
伝
え
る
重
要
な
伝

統
的
防
災
施
設
で
あ
り
、
原
則

と
し
て
手
を
加
え
る
べ
き
も
の

で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
現

在
、
輪
中
堤
防
の
切
り
割
り
が

行
わ
れ
て
い
る
。
万
が
一
の
災

害
に
対
し
、
万
全
な
水
防
体
制

は
と
ら
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁：

輪
中
堤
は
、
先
人
に

よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
伝
統
的
な

防
災
施
設
で
あ
り
、
河
川
改
修

や
排
水
機
設
置
等
の
治
水
対
策

が
進
ん
だ
現
代
に
お
い
て
も
、

重
要
な
施
設
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　

今
回
の
神
戸
町
地
内
の
道
路

整
備
に
伴
う
輪
中
堤
の
切
り
下

げ
工
事
に
つ
い
て
、
曽
根
町
自

治
会
の
皆
さ
ま
か
ら
安
全
面
で

不
安
が
あ
る
と
の
ご
意
見
を
い

た
だ
い
た
こ
と
に
よ
り
、
神
戸

町
に
安
全
対
策
に
万
全
を
期
す

よ
う
強
く
申
し
入
れ
を
行
っ

た
。
神
戸
町
長
も
輪
中
堤
の
重

要
性
を
認
識
さ
れ
て
お
り
、
災

害
時
の
安
全
対
策
に
万
全
を
期

す
と
の
回
答
が
さ
れ
て
い
る
。

災
害
時
に
は
水
防
団
の
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
輪
中
堤
の

閉
め
切
り
が
迅
速
か
つ
確
実
に

で
き
る
よ
う
、
水
防
体
制
に
万

大
垣
市
の
水
防
体
制
に
つ
い
て

長
谷
川
つ
よ
し

全
を
期
し
て
い
く
。

 
質
問：

本
年
度
で
廃
止
予
定
の

母
子
生
活
支
援
施
設
さ
つ
き
寮

は
単
な
る
貸
室
で
は
な
く
、
母

子
家
庭
等
の
自
立
を
支
援
す
る

施
設
で
あ
る
。
ト
イ
レ
や
風
呂

の
共
同
使
用
な
ど
、
何
年
も

ハ
ー
ド
の
改
善
を
怠
り
、
子
育

て
支
援
や
就
労
支
援
の
ソ
フ
ト

も
不
十
分
で
あ
る
。
廃
止
後
は

他
都
市
に
支
援
の
丸
投
げ
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁：

さ
つ
き
寮
は
、
昭
和　
２４

年
の
開
設
以
降
、
生
活
に
支
援

を
必
要
と
す
る
母
子
家
庭
に
生

活
の
場
を
提
供
し
、
自
立
し
た

健
全
な
社
会
生
活
を
送
れ
る
よ

う
援
助
・
指
導
す
る
役
割
を

担
っ
て
き
た
が
、
母
子
家
庭
へ

の
支
援
施
策
の
充
実
及
び
ア

パ
ー
ト
等
の
増
加
に
よ
り
、
母

子
生
活
支
援
施
設
と
し
て
の
役

割
は
低
下
し
て
き
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
入
所

者
は
年
々
減
少
し
、
現
在
、
入

所
者
は
な
く
、
建
物
は
築　

年
４８

を
経
過
し
老
朽
化
が
著
し
く
、

Ｉ
Ｓ
値
も
低
い
こ
と
か
ら
、
今

年
度
い
っ
ぱ
い
を
も
っ
て
廃
止

す
る
。
廃
止
後
、
入
所
を
希
望

さ
れ
る
世
帯
に
は
、
広
域
入
所

で
対
応
し
て
い
く
。

　

母
子
家
庭
へ
の
支
援
と
し
て

は
、
児
童
扶
養
手
当
、
母
子
家

庭
等
医
療
費
助
成
な
ど
の
経
済

的
支
援
の
ほ
か
、
自
立
に
向
け

さ
つ
き
寮
の
廃
止
に
つ
い
て

岡
田
ま
さ
あ
き

て
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
の
支

給
や
日
常
生
活
支
援
事
業
等
を

実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
引
き

続
き
、
き
め
細
か
な
支
援
に
努

め
て
い
く
。

 
質
問：

制
度
上
、
寡
婦
控
除
の

対
象
と
な
ら
な
い
未
婚
の
ひ
と

り
親
家
庭
に
対
し
て
、
結
婚
歴

の
あ
る
ひ
と
り
親
家
庭
並
み
に

保
育
料
や
公
営
住
宅
の
家
賃
の

減
額
を
図
る
自
治
体
が
増
え
て

き
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も

寡
婦
控
除
の
み
な
し
適
用
を
行

い
、
負
担
の
軽
減
を
実
施
す
る

よ
う
提
言
す
る
。

答
弁：

保
育
園
保
育
料
は
、
非

課
税
世
帯
の
う
ち
、
ひ
と
り
親

世
帯
、
在
宅
障
が
い
児
の
い
る

世
帯
、
生
活
保
護
法
に
定
め
る

要
保
護
者
等
に
対
し
て
減
免
を

実
施
し
て
い
る
。
本
市
で
は
、

国
の
徴
収
基
準
に
対
す
る
保
育

料
の
軽
減
率
を
お
お
む
ね　

％
３５

と
し
、
２
人
以
上
同
時
入
園
の

場
合
な
ど
の
減
額
特
例
を
含

め
、
全
体
で
は
お
お
む
ね　

％
４０

の
軽
減
率
と
す
る
な
ど
、
子
育

て
家
庭
全
般
の
負
担
の
軽
減
を

図
っ
て
い
る
。

　

市
営
住
宅
の
家
賃
に
つ
い
て

は
、
公
営
住
宅
法
施
行
令
の
規

定
に
よ
り
所
得
税
法
に
基
づ
く

世
帯
の
合
計
所
得
金
額
で
算
定

し
て
お
り
、
寡
婦
控
除
が
適
用

さ
れ
な
い
未
婚
の
ひ
と
り
親
世

寡
婦
控
除
の
み
な
し
適
用
に

つ
い
て

横
山
幸
司

帯
に
つ
い
て
は
、
税
制
改
正
が

な
い
限
り
寡
婦
控
除
の
み
な
し

適
用
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

　

寡
婦
控
除
の
見
直
し
は
、
今

後
の
国
の
動
向
を
勘
案
し
な
が

ら
調
査
研
究
し
て
い
く
。

 
質
問：

医
師
数
４
０
０
有
余
人

の
倉
敷
中
央
病
院
は
、
院
内
処

方
継
続
の
考
え
で
あ
る
。
薬
価

差
益
は
大
垣
市
民
病
院　

％
、

１２

倉
敷
中
央
病
院　

〜　

％
と
非

１７

１８

常
に
安
く
薬
を
購
入
し
て
お
り
、

本
市
に
お
い
て
も
こ
の
薬
価
差

益
分
を
運
営
経
費
に
寄
与
さ
せ

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
弁：

倉
敷
中
央
病
院
は
、
病
床

数
１
１
６
１
床
を
有
し
、
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
急
性
期
病

院
で
、
関
連
施
設
で
あ
る
１
３
０

床
の
倉
敷
リ
バ
ー
サ
イ
ド
病
院

と
共
同
購
入
す
る
こ
と
で
、
よ
り

安
価
に
医
薬
品
を
購
入
で
き
、
ま

た
、
宣
伝
効
果
を
考
慮
し
た
特
別

価
格
の
提
供
が
あ
る
と
も
聞
い

て
い
る
。
医
薬
品
の
購
入
に
当

た
っ
て
は
、
価
格
交
渉
に
と
ど
ま

ら
ず
、
同
種
同
効
の
医
薬
品
へ
の

集
約
、
安
定
供
給
が
さ
れ
信
頼
性

が
高
い
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
採
用
を
検
討
す
る
な
ど
、
一
層

の
収
益
確
保
に
努
め
て
い
く
。

倉
敷
中
央
病
院
と
大
垣
市
民
病

院
の
薬
価
差
益
の
差
に
つ
い
て

富
田
せ
い
じ

③
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意見書・決議
　第４回定例会で可決された意見書・決議は次のとおりです。
　意見書は、国会をはじめ、内閣総理大臣及び関係各大臣等に送付し、実現を要望しました。

新聞への消費税軽減税率適用を求める意見書
　
　消費税が来年４月に８％へ引き上げられることが決定した。国の
財政を立て直すためにやむを得ない措置とはいえ、増税によって経
済的負担が増し、新聞の購読を中止する家庭がふえることが懸念さ
れる。
　新聞は、公共性の高い民主主義の必需品である。欧米先進国では
「知識には課税しない」との意識が浸透し、一定の要件を備えた新
聞や書籍、雑誌、電子媒体上に税制上の配慮をしている国が多く見
られる。
　文字離れ、活字離れによって、地域住民、国民のリテラシー（読
み書き能力、教養・常識）が衰えていくことは、行政、国の文化施
策としても好ましいことではないと思われる。世界に誇る戸別配達
制度にも影響を及ぼし、情報インフラ整備がおくれる地域では情報
弱者を生み出しかねない。
　よって、次の事項の実現を強く要望する。

１．消費税増税に当たり、複数税率の導入と新聞への軽減税率適用
を実現すること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　　平成２５年１２月１６日

大　垣　市　議　会

中国による防空識別圏の設定の即時撤回を求める決議
　
　去る１１月２３日、中国政府は、「東シナ海防空識別区」を設定し、
当該区域を飛行する航空機に対して中国国防部の定める規則を
適用するとともに、これに従わない場合には中国軍による「防
御的緊急措置」をとる旨発表した。
　中国側のこうした措置は、東シナ海周辺における現状を一方
的に変更し、事態をエスカレートさせ、現場海空域において不
測の事態を招きかねない極めて危険なものである。
　今回の中国側の措置は、公海上空を飛行する民間航空機を含
む全ての航空機に対して、一方的に軍の定めた手続に従うこと
を強制的に義務づけた。これに従わない場合、軍による対応措
置を講じるとしたことは、国際法上の一般原則である公海上空
における飛行の自由の原則を不当に侵害するものであると同時
に、アジア太平洋地域、ひいては国際社会全体の平和と安定に
対する重大な挑戦である。
　東シナ海は多数の民間航空機の飛行経路であり、民間航空の
秩序及び安全への影響の観点からも大きな問題である。このよ
うな中国側の措置は、我が国に対して何ら効力を有するもので
はないことをここに言明する。
　また、中国側が設定した空域は、我が国固有の領土である尖
閣諸島の領空があたかも「中国の領空」であるかのごとき表示
をしており、このような力を背景とした不当な膨張主義を民主
主義・平和主義国家として我が国は断じて受け入れることはで
きない。公海上空における飛行の自由を妨げるような今回の一
切の措置を、中国側が即時撤回することを強く要求する。
　また、同盟国である米国を初め、自由・民主主義、基本的人
権、法の支配といった共通の価値観を有する周辺諸国・地域を
含む国際社会及び国連を初めとする国際機関と緊密に連携しつ
つ、我が国の主権と国民の生命・財産を断固として守り抜くた
め、毅然たる態度で必要な措置を講じることを政府に強く求め
る。

　以上、決議する。

　　　平成２５年１２月１６日
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×○×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○可決平成２５年度大垣市一般会計補正予算（第３号）議第８１号
○○×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○可決大垣市立幼稚園条例等の一部改正について議第９２号
○○×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○可決大垣市情報工房条例等の一部改正について議第９８号
○○×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○可決大垣市総合福祉会館条例等の一部改正について議第９９号
○○×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○可決大垣市勤労者総合福祉センター条例等の一部改正について議第１００号
○○×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○可決大垣市廃棄物の処理及び清掃に関する条例等の一部改正について議第１０１号
○○×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○可決大垣市病院事業の設置等に関する条例の一部改正について議第１０２号
○○×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○可決大垣市子育て総合支援センター条例の一部改正について議第１０３号
○×××××○○○○○○○○○○○○○○○○可決大垣市母子生活支援施設設置条例の廃止について議第１０４号

×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○可決
指定管理者の指定について（東・北・西・南・三城・和合・赤坂東・
安井・宇留生・荒崎の各地区センター）

議第１０６号～
議第１１５号

×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○除可決指定管理者の指定について（大垣市日新地区センター）議第１１６号

×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○可決指定管理者の指定について（江東・興文・赤坂・綾里の各地区センター）議第１１７号～
議第１２０号

×○○○○○○○○○○○○○○除○○○○○○可決
指定管理者の指定について（大垣市総合福祉会館、中川ふれあいセン
ターほか１４施設）

議第１２１号～
議第１３０号

×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○可決指定管理者の指定について（大垣城ホールほか３３施設）議第１３１号～
議第１３８号

×○○○○○○○○○○○○○○○○除○○○○可決指定管理者の指定について（大垣市西部研修センター）議第１３９号
×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○可決指定管理者の指定について（大垣市時山文化伝承館）議第１４０号
×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○可決指定管理者の指定について（大垣市一之瀬ポケットパーク）議第１４１号
×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○可決指定管理者の指定について（大垣市かみいしづ緑の村公園及び関連施設）議第１４２号
×○○○○○○○○○○○○○○除○○○○○○可決指定管理者の指定について（大垣市立ひまわり学園）議第１４３号
×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○可決指定管理者の指定について（大垣市子育て交流プラザ）議第１４４号

×○○○○○××××××××××××××××不採
択

７０歳から７４歳である者に係る一部負担金等の軽減特例措置の継続へ
の意見書採択を求める請願請願第３号

○＝賛成、×＝反対、除＝除斥　　　　　　　　議長は採決に加わらないため、斜線としています。
除斥…議会における審議を公正なものとするため、一定の利害関係がある議員はその議案の審議に参加できないこと

平成２５年第４回定例会　議案審議結果一覧
全会一致で可決された議案

議　　　案　　　名議案番号議　　　案　　　名議案番号
大垣市自転車等駐車場条例の一部改正について議第９４号平成２５年度大垣市国民健康保険事業会計補正予算（第２号）議第８２号
大垣市駐車場条例の一部改正について議第９５号平成２５年度大垣市介護保険事業会計補正予算（第２号）議第８３号
大垣市営住宅条例の一部改正について議第９６号平成２５年度大垣市公設地方卸売市場事業会計補正予算（第１号）議第８４号
大垣市消防団条例の一部改正について議第９７号平成２５年度大垣市公共下水道事業会計補正予算（第１号）議第８５号
財産の取得について議第１０５号平成２５年度大垣市牧田財産区会計補正予算（第１号）議第８６号
西美濃さくら苑介護老人保健施設事務組合規約の変更に関する協議について議第１４５号平成２５年度大垣市時財産区会計補正予算（第１号）議第８７号
市道路線の認定について議第１４６号平成２５年度大垣市病院事業会計補正予算（第３号）議第８８号
市道路線の廃止について議第１４７号平成２５年度大垣市水道事業会計補正予算（第１号）議第８９号
新聞への消費税軽減税率適用を求める意見書市議第６号大垣市私債権管理条例の制定について議第９０号
中国による防空識別圏の設定の即時撤回を求める決議市議第７号大垣市手数料徴収条例の一部改正について議第９１号

大垣市簡易水道の管理に関する条例の一部改正について議第９３号

あなたも本会議を
傍聴してみませんか。

次回定例会　３月上旬開会予定
詳細は、議会事務局までお問い合わせく
ださい。
　議会事務局／
　　電話８１－４１１１
　　内線７３４
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◆本会議・委員会の会議録がご覧
いただけます。

　本号に掲載された質問・答弁等の詳しい
内容については、図書館、市政情報コー
ナー、市議会ホームページなどでご覧い
ただけます。
（発行・掲載予定２月下旬）

ホームページは  大垣市議会 検索
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